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備中高松城跡公園発掘調査概報

1976年　2　月

用　山　轟　教　育∴委　員　会

拘　山　市　遺　跡∵調　査　団
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第1章　　歴　　史　的　　環　境

岡山平野南部の備前」備中の国境が南北に走る低丘陵地帝の西に，府中高松の地区的小平野が・

あり，この平野は．北北東融と南南西朗が丁度甘字状に丘疫で甜まれ，中央を足守川が北北西か

ら南南東に横切って流れておりl竜くは高梁川分流もこの地を流れていた。高松城跡まiこの事好の漉

北東側半分のほぼ中央に位置する自然堤防上に構築された，周囲の沼沢を防御に利府した完全な

る平成である。高松城の威郭としての存在意義が高かったのは，戦国時代末期の織田氏による軒

国地方攻略政策に対し，′当時中国地方の大半を掌轟していた毛利氏の東辺の前衛戦線が高松｛帯

に設定され，戦略的重要性を担うに蚤）てからである。とりわけ．1532年（天正10）にお正

る織田軍の先帝羽柴秀吉と毛利軍の将清水宗治が，この城を舞台に演じた攻防戦は．本能寺の変

というハブエソグで劇的収拾となるが，本質的には近世史への展開を内包する重要な意味相をも

つもので所韻靖中高松の役＝水攻として広く知られている。高松城を取り謹む歴車的嶺境は．

その一つとして兢郭本来の意義から周辺の城郭との粥連がまず取り上げられ．．他のヰ方において

戦略的存在意義を招来させた関連要素であろう。　　Ⅰ

庸中国南部東辺には．織田氏の西進に対して毛利氏が防衛線とした所謂国境の七城がある。こ

れらの城は．高松城を中核にその北北西に約5血腐れた足守盆地の北と有を望める宮地山城・冠

山施　同じ高松の平野の南に約2血座れた加茂施　南に4加藤れた山地の日播洗　さらにその帝

に約6血離れた庭瀬城・松島城であり，後二者を焼いて全て高松の役において攻め落されている9

この毛利方の東辺防衛城跡こ対し．織田方に組み込れていた備前国領主である宇喜多氏の西辺国

境の備えとして辛州境・長野戎・横尾誠等が構築されていた。なお，高松の平野を囲む北側の山

々には織田軍の各武将の陣地跡が良好に遺存し．特に秀吉の本陣跡2ヶ所や故山の羽柴秀長庫地

蝕ま，入念に構築された土星・土段・敵兵濠等が極めてよく遭っているが」高松城跡最近距離に

ある秀吉の本陣跡は無残にも宅地造成により破壊し尽されている。また．高松の平野の南勘、ら

西部の山地に毛利軍各武将の陣地跡が点々と遺存し，特に日差山の鷹巣城跡や，全国第4位の規
′

模である造山古墳の後門溺等に土塁・土段等の遺構が良好に残っている。

なお，高松の平野局辺に高松の役に直接関係しない国人層の居兢・居館の跡が点々と存在して

おり．高松城の北西に上土田塊　西に生石城・岩崎山城跡が知られている。　　　　　　　す

一方・高松の地が戦国時代に戦時的な重要性をlつのは．上記の軍事情勢以外に当時甲山準導

が高松の平野甫部を通ってやり，さらに備中の要衝の地である備中松山く高梁）Iと要る街澤が皐

松から分岐し・交通・交易面上にもある○さらに・江戸時代における検地による高松付垣の珂車

の石高嶋高松村が最も高く・戦国時代においても農業生産の一等地と推定され・高軌増車隼ヽ

，｛1－
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においても重要な位置を占めるものであったであろう。

上記の外にも中世末から近世初頚にかけての遺構が少なからず存在しているが．高松城に直接

関与しないので一応割愛しておく。

「克　高松城跡は、劇的展開の舞台となったため．高松の役時の城主清水宗沿以外については

ほとんど考慮されなく・特に役の後が宗治の死をもって終焉に至ったかのごとくの，講談的心情

性をもって見られそ来た。そして，全く無批判にこの物語が受け糸がれ，これが一考だにされる

ことなく現在に至り・高松放線即高松の役の遺構とされている′、しかし，当時の歴史的情勢令′

高松の役以降の歴史的展開を考慮すれば，役の後に高松城が廃棄されて現在にまで至ったとは考
l

えが牟叛高松の役の後にこの地域を領有した宇喜多氏の動向を眺めれば．この地域に毛利方に
l

対する戦略帥こ強固な掃えが当然必要である。この鈴えが遺構あるいは文献史革として高松城跡

以外に確認されているのであ料ば・高松城の役後における破棄もうなずけるが．そうでない現状

では高松城が備えとして宇喜多氏により再利用されたと考える以外になく，高松城は役の後も城

郭として存続していたと考えられる。この観点の文献史料による凄付をなすため．関ケ原の合戦

以降にこの地域を膏有した旗本の花房氏の資料を手掛かりにして模索した結見　高松の役後にお

ける城主の動向を示す一応の資料が兄い出されるに至り，高松城は高松の役以降も奴として存続

してい布と判断される。このため，高松の役以前から推定される廃城の時期までの兢主の変遷を

掲げておく。
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第1・章、一　再蝿　養　魚　軋

L　凋壷に至る経過

再婚寿史跡となっている鍵中高蛤親木姻紳核にして．その南西一帯を舶蝉とする絆聖；∴，、、＿t

酌岡山市当鰍こよって乗定された鵬高松境鉢も城郭としての科幸的鶉蓋は勿論のCt．

検討も細別、R絃兼敏中嶋遺存ずる翻然七天遅日　年初高松の費の繊繍握韓
、

れている●このため・兢郭構造の様相を明らかにすることと．境郭の輪郭を明らかにして食酢．ノ

整鍬が妹踏絵直接及ばない上Iにする亡との必要が生じ細定盤周辺部の発掘鵡登が公庫勧軒で．二

の前提として不可欠のこととなり・造成の担当部局ぐ舶岡山市建設局公歯謀から阿山布教曹華：

委員会文化課へ討重め依頼がなされた。鏡癖を受けた文化課は．発掘調査を実施するた鼻粛書く

団を腐成心●再重を委腐して●昭和50年10月15日から12月22月までの現地の磯崎F．二　＿．．．、

あたっ允●

岡山市高松・備中高松境線公庫発掘頴査組織

講査主体者　岡山市教育委員会教育長　梶　本　　進

貞　義　鴎

顛　間　　西　原　礼之助　　銅山市文化財専門委員長I

鵡査負

水　　内

巌　　津

建　水

小　　室

近　　藤

藤　　井

礁　　山

岡　套

小　野

西　　川

昌 康　　倒山蕗文化財専門委員）

鼓右衛門．　飼山市文化財専門委員1

義　昌　　餉山理痛大学教紗

栄　一　　く明治大学故樹

毒　郎　　銅山大学教授）

駿　　頓仙庚学名背教紛

浩．・一　　く国立捜蔵文化財セプター長）

明　＿・郎

昭

宏

く細山芳泉高等学校故論）

銅山大学助手）

（山線学園故論）

－　3　－



l

与

事　　成　案．亀i

甲　壁　忠　彦

権．’良　　心　壮

布　　川　　俊　介

井・上　　甫　　之

出　　官‘穂　　尚

根．木　　　　修

飼嘩ソ

く倉敷考古鮨館長I

（岡山市教育委員会文化課長）

（拘山市鞠委員会文化財専門監）

（岡山市教育委員会文化財係長）

（岡山市裁粋委員会文化課主事）

飼山市教育委員会文化課主事J

近　藤　道　代　　く庶務担当．員）

璃査にあ允っては・地元の岡山市文化財モエダー・林長男氏の多大のご助醇を頂き．また．

岡山大学学生安川豊史・神谷正義の両君の助力を得て実施された．　　　1

l　討査自虐

このたびの売掛も高松境跡が全国卸こ著名な割には城郭としての構造・内容．様相等が全

く不明のままにあり．科学的な謡査によりその一端を明らかにしようとするものである。凋査
ヽ

lこあたっては．境郭本丸鉢が史跡指定地であるため発掘を及ぼすことが一応不可能であるのも

舵の水田をトレンチ方式に上って発掘し　その成果をもって高松城跡の再境虎を試みること

とした●そして●著名な高松境跡の或郭構造の様相・内容の・・一端を明らかにすることに上り．

高松披自体の鮭史的評価はもとよ事．その結果の療討を通して戦国時代の城郭の歴史的意義．

雑務史の研免机、ては亡の地域の中世史の研究に教少なりとも寄与できればと顧っも

ま九・本丸鉢西半分の平面形状が前方後円墳状であるため．高松城は大形前方後円墳を転用

して総菜されたのでは机、かとの推加もなされている●午の点の解明も．このたびの韻重に課

せられた日雇の一つであるこ

1　絹套経過
′

この先．ぴの発掘錮重の測点は．原廓を本丸南角から約5．m南西に離れた水田中に任憩こ設定

し「原点から北方向については磁北廟酌3度をもってダリサト北方向とし．これを基準線と

して東・西のグリブIを設定した。原点から南方和こ？、ては磁南偏西5度をもってダリア守

一　t・－こ

J　　　＼■一

．■、

烏■　　ヽ■



甫方向として・これを基準線として東・西のダリアトを設定した●つまりtG事N睾こ対して仕．

Sは正反対方向でなく●位，Nの正反対方向から偏西42度をもってth Sとされていること

になる○勘●　Ⅳ0以北鵡r，E及びQも「Ⅳは，（h NOラインからの直角東西方向．（h＿Ⅳd

より南の（丸．E及びGrl WはGr．SOラインからの直角東西方向を示す。

昭和50年10月15日　　グリブト設定

10月21日　　でl発掘開始

10月27日　　Tl発掘絹始

10月31日　　でl－2．で1－1発掘

11月　4日　　で斑発掘

11月18日　　で敬一l発掘

1．1月13日　　でⅣ発掘

11月28日　　でⅣ－1発掘

11月21日　　TY発掘

11月25日　　実測開始

12月11日　　埋戻し開始

12月16日　　詩形調査

12月22日　　撤　　収

ここに．延べ50日に及び発掘調査の作業が終丁した●

このたびの発掘は・期間の前半が降雨に妨げられ●後半が発掘面の降下に伴う湧水に煩わさ

れ一　時にで罰トで†では伏流水水脈にあたったたか一夜にしてトレソチが水没する状態となり．

正に水攻にあい，作業の逓捗が水に阻まれて予想以上の労苦を必要とした。

一　5　－
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第　3　章　　遺 構

備中高松威跡は・現在水田中に－比高約1・8～芝3mの本丸土壌と●その南東に約50m産

れて比高拇1mの二の丸跡と祢される故高地　さらに両者の北東背後に幅25mの河田を桶で

て両者を甘字状に囲む・家中崖敷跡と称される少し高い水田とが戎郭を構成していたと伝えら

れている。このたびの発掘調査は・公園用地が奴跡南西に拡がって形成されるため．本丸の半

分より南西に調査対象地が限られ北東鍬こついては全く飼養を及ぼしていない。発軌ま．南

東から北西に前方後円墳の癖状にのぴた本丸土壇の周辺の水圧＝ら北西方向（本丸右判　に

Tl・南西方向（本丸前朝にT互・T凱南東方向（本丸左手）にでⅣ．二の丸の故高地西

下水即こTVと・5ヶ所の主幹トレソチを設けて．三方向の追求を実施した。また，主幹トレ

ソチにおける遺構検出状況から，その継続状態を追求するためでト1・で卜2．で五一l

・T丑－l・T五一2・でⅣ－l・TⅣ一2の各棟助トレンチ及び坪掘（サ刀トレソチを設

定して確認にあたった。

発議の結晃　でトで卜l・Tト2・TI・T五一l・T丑・T鉦－1・T正一Nサブ．

TⅣ・TⅣ－1の各トレソチにI本丸土垣外周縁に設けられたと判断される捨石が換出された

が・で正一トで丑の南側各サブトレソチ・でⅣ－2・で†では捨石は勿論格別の遺構が検出

されなかった。

Tl・では・・現土埴外縁直下から外に約2桝までに・地表下50伽から同110C譜と外に傾斜

した捨石が検出され．捨石は現土壌内部にまで続いていると判断される。でトlでは地表下

約50伽下に小角礫を平面的に投棄した状態に捨石があり．この地点も捨石め内側が現土垣内

にあるようであるo Tl・で‘卜lの捨石の状態から，本丸土壇の北西側は．或郭時より若干

張り出して現地形となっていると判断される。

TIでは1現土垣末端から約1．5祈外に．外側に傾斜した幅2朋の捨石が地表下450勘から

同115伽にかけて存在し．このトレンチの捨石は，土壌（内）側の高い方に巨石を置き．そ

の外（下）に小角礫を投棄した状感にある。TI－1では．現土壇末端から約2．5椚外の地表

下50（初に－　中央が高く外側に少し債斜した幅約2枕の捨石が検出され．この捨石の石材に天

文16年銘のある文英の石仏が転用投棄されていた。また，1つ巨－2には現土壇末端から約2．3

郡外の地表下70C材Iち　極めて散漫疎略な捨石が存在していた。T豆・T且⊥‾1．で卜2の

捨石の状態から一本丸土壇の西側コーナーは或郭時の位置から若干削り取られ　南西側（T亜

付近）は城郭時に近い状態に現土壇外側位置があると判断される。

前方後円墳の形状のくびれ部にあたる位置に設定したT丑では．現土壇末端から約7郡外の

－・6　－
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地表下80用に℡極めて敢然と数個の石がころがっており†これは捨石とするには集合性に欠

けるが杭や造成土，さらには所在位置から一応捨石の疎略と半踊される。T茸－1では言現土
eO●○

壇末端から約8都外の地表下50伽からliO‘融も　内側に杭と枝材を組み合せたしがらみの

設けられた外側に億斜した9　編2．5〝Zの癖石が検出された。この捨石は，比密的大きな石材

（割り石）を投棄埋設したもので，内部に造成土を含めて構築されており，石材の中には破壊

（打ち割られた状讃）された2体分の文英の石仏が投棄されていた。また～　T道－Nサブトレ

ンチでもぅ　現土壇末端から約8郡外の地表下50用に9　幅1．5〝1の比較的しっかりした捨石が

検出されたっしかしI T∬・T臣・・1・T丑一対サブトレンチの捨石位置を見透して，その延

長に設けたT頭－2や．若干の振りを考えて設けたT腿の南サブトレソチでは．捨石が全く検

出されなかった。T荘・TⅡ－1，で怒一打サブトレソチ。T遇で検出された捨石は．ほぼ同

一直線上にあり．項土壇の前方後円墳状にくびれた地形に伴わず　捨石が城郭土壇（土塁）に

沿って設けら中るものと常識的に考えられるので，現形状が後世の削り取りによってなされた
＿・l l

ナ

ものと判前さ牟るに至った。また．T迫以南に捨石が延びていないことは．T週の捨石の状態

が■　本丸西コーナーにあたるT1－2の状態に近く，あるいはT丑付近に一つのうーナーがあ

って，T頂とT瓦－Nサブトレソチ問か・ら直角状に捨石が曲っている可能性がある。しかし，

でⅢ以南の捨石が抜去されている可能性もある。

TⅣでは・現土壇末端直下から外に3瑠助　地表下3い伽から同120卸こかけて．外に債

斜した捨石が検出され．この捨石は，．比較的大きな石で構築されており．外曲こ大きめの石枕

内側に小さめの石を投棄埋設した状態にある。捨石外端から内に「酪程の間の捨石直上に，碗

山時代に判断される瓦片が多量遺存していた。TⅣ－1での捨石検出状態は，TⅣのそれと同

様であるが・このトレソチの仕E30付近で土壇に沿って西に延びる捨石が切れ，それ以西

にのびていない0このことから．本丸南西部の捨石は，TⅣ－2からで斑－Nサブトレソチに

向ってくびれて掛、ている可能性がないが・本丸を発掘して追求しえないので断定できない。・

もし・そうであれば，本丸跡の現地形は，後世に大幅に改変されていることとなる。また，T

Ⅳ－1の捨石に伴って・五三桐の軒丸瓦が出土し，年代決定の重要な資料となった。

T†では・格別な遺構が検出され葉　旧自無堤防末端局部とその外の旧河道あるいは沼沢地

が確認され・二の丸敏高地の旧地形を一応明らかにするとともに　本丸土壌列縁末端に伴う捨ノ

石が設けられていないことも確認された。また．二の丸の城郭構築がどのようなものであるか

は・徴高地上を発掘しなければ追求しえないことも判明したが，二の丸教高地が公園計画地外t　　　＿．＿．．

であるため調査を及ぼしえない。

－　7　－
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今回の尭蔀で演出した明捺耳遺品も　これまで与トレンチごとに記述した「捨石j以外にな

く・午れが唯一一の敦郭韓嵐か遺構であった。さき石誹勘もはう　冬トレソチの親祭からゥ　層自然嶺

蹄の徴高地を利用して戎郭を揺譜するに暮し9　その末端局部付近に捨石を熟すて戎郭海道の基

底部の崩療・便蝕を防ぐ工作物と考え。内側舶豆．紅，て療かれている。捨石の内柚忠捨石

貴顕部より少し低い平坦部を肯いて戎郭構造の本体遥遠部が構藁されていると撞定されるが℡

本丸土壌を切り込んでの発掘ができなかったた机行違できない。また争　捨石中に含まれていた
1

石仏〇五諭塔各部は，構築者（家主）の性格及び軸一覧性を示すものである。

なお9　この捨石の構築はゥ共伴瓦から高松の役の後に高踏地方を領有した字喜多氏の部将の

♂花房正成によってなされたと判断されるに至り！それ以前の清水氏3石川氏の城郭構造につい

ては亨　全く追求しえなかった。

・いずれにせよ．今回の調査は，城郭本体が未調査であるた軌　検出遺構が極めて限られたも

のであった。

ー・3　－



第　t．章　　遁∴

今回の発掘諦重に伴って出土し亀遺物蛾「瓦片が圧倒的に多く’．城跡本体の生活の場を発掘

し事Ⅰないた掛目牌勧鳩めて少なく　瑚鴫では皆無軸も．細物も下患チ！

のとおサである●・
I

糾希

軒丸瓦亡五三′・′三巴「紆平瓦＝唐草・弓矢栗卸し一その地平瓦i・九鬼その他

（I）日常確等醇

灯明皿・磁審・備前焼・竜山焼・カワラケ尊及び木南・希等の破片
＼

（3「貞戸村

貌・扶・木片・柿C仁廟盲），釘等‾

畑l宥∵材

文英の石仏El体F小石仏＝l体．五輪塔各弘及び一右五輪

（5）その他

醜醇r須麺静・土勝者等参破粁一一

時短′綿駒鳴辞
／

軒丸瓦払五茸の棍丈勧ものと．≡グ巴文様の乞埠頭が出土している事・粗鋼文触ま、

軍事舜噺あ事茸飽和塔形転翳され允と考えられ事実五七碗蜘細されや

いる酵山劾瓦‘仁も五三の桐喪如増すて潜れその内噸似の柏も醜去．喪っや

茸朝痛瞳払仙郷醜魂細魂痺如拙鍔のふ龍が当地へは軸・走と迷走垂

れその軸を15柑畢疇軒を仁君ができ私室う咄文様軌ま．文馳鍬を細細恥ば

改題酢分け紬る承知鍬崩蕗からみ輔輌結竜軸に大知醜紬軸㍉作

りに中世的丁寧さが蕗め与れ・且を癖軸恥鴫仇敵Ⅴ小さくご・舶暁もんとおき鵬

れているも呼電一例だけでも盲料ぞ勘コま．多妻盤軌されていることが疎弛　れ巳の頭
●●●

部が発壊し・珠射拡大し外細島射場くせゥ允もので・B文砺掛を牢く巴文様

瓦がこの形式ぱあではまる。
t　●

軒平再は．弓矢冥加文様のも虜と．唐草文様のものに大別される。弓矢頚和瓦也　作りが雷∴
′

事であり顎の造り出しに古式の棚が認められ．薪例がないが戦国末期のものと考えられる。

唐草瓦蛾∴文様の形状が5凄煩に分けちれる萌．形状・作りを勘案すると互解式に分けられる。

その－は，瓦当前面梅が26α前後にあり．文様のレリーアがしっ．かりして脚．醇側周縁部

・－　9　－
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鵬広くないものも古い様相を残し・檎山時代のものと判断される電電鉄油粕嘩鴨

が10伽前後と小振りも文様のレリーフが退化しており－両側周縁的絹針こくなってい′るも

のもこの形状に類似するものが岡山兢月見櫓の使用瓦に認められ．碗山時代末期から江戸時

代初調のものと判断される。

虚記の軒丸・軒平瓦の組み合せは・巴文様瓦のそか－と弓矢冥加瓦が一五三の柄瓦及び巴丸．

様瓦そのこの一部くその二を詳細こ検討すれば二形式に分かれる可能性があるeJと唐草瓦号ノ

‾の一朝ト巴文様瓦そのこの一部と唐草瓦その二が共伴すると考えられる。

以上の観点から・高松城の瓦葺を伴う建築工事机少なくとも三時期あったと推定されるが一

一捨石との関連から第三期は．第二期の構築物を基本に改増築した程度の工事であり．第二期が

捨石を設置するなどの根本的造成を伴う大改築であったと考えられる。

l　高松境出土の石仏

今回の調査で検出された石仏はtいわゆる文英様石仏3体にコゴメ石製の小石仏1体である。

石仏は・すべて捨石状遺構から検出され．信仰対象である石仏であっても1倍の石材として投

げ込まれた状態で検出されたn同様に捨石状速射、ら吼五輪塔の各敵宝筐印塔の基執一

石五輪塔などが・石仏と同じ軌、を受けた状況で痍出された。このことは．騰中の役以後この

地を領した花房氏の日蓮宗信仰と相陰って注目される現象であった。

高松における文英様石仏に塙、ては．早くからその存在が広く知られていた。しかしその

検討や分析についてはほとんどなされないまま現在にいたっている。石仏の分布状況について

は・永山卯三郎氏がr向山県金石史J r書俸部史」に一応の集成がなされている。この集成は．

銘文は要に記軍船を持つものに主体があったため無銘のものについてはその存在を解介す

る密度やあった．

現在までに文献に散見するこの瞳の石仏はt高松を中心に釣31体が集成されているにすぎIt

ないホ・足守地区．高松南部の集成もれのものを加えれ瑞総数約50体前後とぼろう。

今回検出された3体中石仏は・これらの石仏辟成体の車で石造工芸史抱美術史的宗教史
′′‘

的に検討・評価されなければならないとともに．個別に高松銭の変遷の中で果した役割などが

開窃となろう。

tl）文革様石仏の年代的検討

一現在ませに知られる′栗莱様石仏のうち銘文が判読され．道立年代の明らかなものが14体あ

る。銘文結蛾・記年銘の接かに作者と推定される文英の名がみえるもの4体が存在すも。しか

し・これら文英機石仏のすべてを文英一人が道立したとは考えられない0事実文英様と総称さ

－10－
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れる石仏群にはI少なくとも三塩類のグループが認められるふまず記念銘をもつものから頗次

みてゆきたい。

（》天文三年銘石仏

岡山市高松中島にあ，●花房岩の細長い自然石を用もヽ平坦融窃腺彩乃で石仏を表わして

いる。石仏は面部のみが明瞭で、他は判箆としていない。鼻面の向っ七右下方に軋三重の宝

珠状の形状文が表わされている。

（銘文）右▼文瑠

左　天文三年五月

①天文四年銘石仏
▼．しL

岡山市大崎の大崎廃寺跡にあり，花岡岩の比較的大きな自然石を用いていて

平坦面に刻線彫りで明瞭に彫りこまれている。　　　　鹿部は．羊肉彫りと

し．他は力強い太めの刻線彫りである。藻草座に坐し．頭部に光背を背負う。左手昭豆乳右

手に錫杖をもつことからして，延命地蔵である。

（銘文）右　念仏轟文英

左天文四年乙未五月　日

①天文九年銘石仏

岡山市高松中島にあり・不定形な自然石を利用して．上半部に刻線彫りで比較的明瞭に彫

りこまれている。石仏塙座像で体部の中央部に宝珠とも．合掌形ともとれる凸状ゐ三角形

を刻みこんでいる○銘文は，釘書き状の不鮮明なものであるが一応判読されている。

（銘文）右　口蛍惨ノ

上［］

左　　天文九

㊤天文十三年銘石仏

岡山市平山にあり・自然に分割された花餅の平坦面を利用し中央やや上方に頭部のみを

力執、刻線彫りで表わしている。銘文は．頭部の向って右脚こ石材由縁辺執こそって長く座

りこまれている0頭乱銘文の位置からしても本来は休部も彫刻されるはずであっ程にちが

いない。

（銘文）天文十三年甲辰二月　日

－11－・

Jt



①天文十四年銘石仏

岡山市払．持宝院にあり←花お岩の偏平な自然石を用もヽ平坦面に力強い刻腺彫りで明瞭に

彫りこまれている．石仏は蓮華座に坐し，手印は合乳頭に十一・の化仏を頂いていること

からして十一面観音やあるへ

（銘力右天文十四年乙己3月書目

左　福成寺文寒コ

①天文十六年銘石仏

今回の調査でl戒の捨石状遺構の中から検出された石仏である。石仏楓‾花遠置の自然石

の平坦面に，頚部を半肉彫りし　他は力軌、刻線彫りで明瞭に彫りこ生れている。石仏は．

坐像であるがt下半を複合鋸歯文で画されている。頭部に円形光背を背負い．左手に宝塊

右手に錫杖を持つことからして延命地蔵である。

（銘文）右　天文十六丁未年　月　日

左　守庚甲衆

①永録五年銘石仏

岡山市高松中島にあり，自然の石材の平坦面を利用して．頚部を半肉彫り，他を刻線彫り

にしている○石仏犠　右手に錫杖を持ち．左手は不明であるが．一応延命地蔵と推定される。

なお，石仏は．胴部で破損しており下半は不明である。左側面に記年銘を明瞭にとどめてい

るが月以下は破頭部にあたるため不明である。

（銘文）　永線五年十月

㊥永藤木年率石仏

岡山市立田にありI不定形な－自然石を用いて，不鮮明な刻線彫で措かれている。石仏は何に

あたるか不明であるが・蓮華座に乗る坐像である。石仏の休部に道歓と釘書き状に記されてい

るが■　あるいは後世のものかもしれない。

（銘文）右‘永繰六

体部　道歓

左　三月十日

㊥永線九年銘石仏

岡山市地下の観音堂にあり・花街岩の不定形な自然石の平坦面へ明臆に刻線彫りしている。
－12・－
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石仏は．何にあたるか不明であるが体部に也形状の彫サこみをもっている．蓮車座に乗る座

像である○この石仏は，明治30年頃に高松城より頚日日紅したものとの伝承をもっている。

（銘文）　　　永緑九念

為　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

妙法蓮華経

道草也

二月廿六日

⑲永藤拾年銘石仏

岡山市加茂にあり，舟形の自然石の平坦面を利用して．頚部を羊肉彫り．他を俄細な刻線

彫りしている○石仏は一蓮華座に立ち．右手に錫杖．左事こ宝珠をも憂庭命地蔵である。頭部

を若干破損し，面貌をそこなっているが文英様石仏の中にあって美作の一つにあげることが

できよう。銘文は．背面に がある1（銘文）　七月

永線瘡年

吉日

㊥天正五年銘石仏

岡山市高松石井河原にあり，三角形を呈する小形の自然石の平坦面に．太い刻線彫りで彫

られている。石仏は．何にあたるか不明であるが．体部の中央に宝珠状の三角形を彫りこん

でいる。

（銘文）右　天正五年

左　八月八日

⑩天正十年銘石仏

岡山市池下の観音堂にあり．自然石の平坦面を利用して．半肉彫状に彫り出している。両

部は破損してみあたらないが－　右手に組左手に宝珠を持ち．蓮華座に坐した延命地蔵で

ある0銘文の一散ま．頚部と共に破損しており■全文を判読することはできないが．C匝十

年と辛うじて読める。この種の石仏が．天気永軌　天正に限られていることからして；天

正十年に違いあるまい。

（銘分　厚匪十年

－13　一



⑲　庚甲銘石仏

岡山市高松石井河原にあり，自然石の平坦画に深い刻線彫で表わされている。石仏は．

円形光背を背負もヽ手酌享合掌している。像の下草は明瞭に彫りClまれていないが坐像とお

もわれる○記年銘は，庚甲と干支が彫りこまれているのみで年号はみあたらない。この種の

石仏が●天文永練●天正に限ってみられることからして．この間の庚甲の年をさ示せ吼

永緑三年があたも現在までのこの鐘の石仏の在り方からしてもこの石仏が永録三年に道立

されたと推定される。

（銘文）’庚甲

七月七日

乾田

㊥客人大明神石像

岡山市高軋高松城にあり・柱状の自然の花萄岩の平坦面を利用して刻線彫にしている。

像は●銘文からして神像であるが左手に宝珠状の凸形を表わしている記念名は．年号が判読

できるのみで年月日は不明である。

（銘文）　客人大明神
′

天互］□

これらの記念銘をもつもののほかに，年銘はないが．銘文を有するものがみられる。それら

の銘文は．いずれも断片的であるため．その意味するところが不明なものが多い。なお．石

仏ではないが．文英筆の石碑が一点存在する。

0国英座元銘石仏

岡山宙高払星友寺妙見堂にあり．自然石を利用し，深い刻線彫で表わされている。破損

が著しく顔面のみが半裁された状態で残されている。両部の右側面に銘文が記されているが．

・－上半を破損しているため全文を判読することができないの

（銘力　国英座元

⑳春桐銘石仏

岡山市高松中島にありl自然石の平坦画に力強い刻線彫で表わされている。破損が．著

しく顔面のみが残されている。

（銘幻　春桐

－14　－
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③春光銘石仏

岡山市高松中島にあ，・・自然石の平坦面に力軌、刻線彫で表わされている○頭取ま破損し

ているが・蓮華座の上に立ち・右手に錫楓左手に宝珠をもつ延命地蔵である。

（銘文）　春光

（カ妙寺銘石仏

岡山市池下の観音堂にあり・自然石の平坦面に荒い刻線彫りで表わされている。石仏嶋

蓮華座に坐し・手印は全常している0膝前から達弁にかけて銘文がきざまれでいるe

（銘文）　妙音

④文英筆石碑

岡山市高松の地蔵院にあり・自然石の板状石材に銘文のみをきざんでいる。

（銘文）　本願文英筆
β巳■

厳島弁財天

天文十六年‾玩三月　日　　　　　‘

以上の銘文を有するもののはん、に無名の石仏が14本確認されている○現在までに知られるこ

れらの石仏吼その多くが地蔵菩薩であった○　　／ノ′工
′′

日本におげる噸信仰はt‾般に平安時代中葉ゲ／とされている。平安時代欄の「今昔物語」

には一主人公の社会的地位の上下をとわず十二瑠紬地蔵説話が修められ．当時の盛んなありさま

を物語っている0地蔵信仰払平安時代鎌倉時代を通じて急速に広まってゆき室町時代に華っ

てますます盛んになり全国的に普及していく0地蔵菩薩は●本来釈迦の入滅後弥勒菩薩の成仏す

るまでの無仏の時代に衆生の救済を担当する菩薩である○地蔵信伽も末法思想の勃興と平行し，

六道に受苦する衆生を済度する大音願を発していることによって大衆化され，隆盛してゆくので

あったe

文英様石仏の多くが地蔵菩薩であったことは●それらが道立された室町末期一戦国期という時

代的世相を蝕しているものと思われる。そしもいわゆる六職の内で延命地蔵が多いという現

象も又このことを裏づけているように思われる。

尚・今回の調査で検出された石仏が・捨石相模に一個の石材として扱われていたことは．調

査で検出された捨石状遺構が出土瓦等から花房氏に伴うものと推定されたことと関連しも重要

である0室町時代以降の地蔵信仰は・地蔵和讃からも推定されるように．民間信仰の代表的なも

のであったe民衆に根ざした信仰対象である地蔵石仏カiおしげもなく捨石として投げ込まれて

－15　－・



l

いた事実の裏に年l高松地方の知行主花房氏が熱烈な日蓮宗の信奉者であったことと無関係で

はあるまいe日蓮宗が他宗や既成の宗教的観念を徹底的に排他する偵向にあることからしても．

高松軌こおける3石仏の異状な在。方は理解できる0地先新たに支配者としてこの地に君臨

した花房氏にとって前支配者によって主要に作。あげられた既成の思想大系や意識構造を根

底から変革しなければならなかった0当時の民衆にとって・宗劫翰「精神的紐帯の対象物であ

らたところの石仏・墓石等を廃棄させるとともに・その行為を民衆自身の手によって敢行させ

年背景には・当時花房氏が意識したとしないにかかわら葉強烈喀宗教（思想）弾圧として作

用したであろう。このことは・癖たな知行主としてこの地を支配した花房氏にとってその支

配権を時神構造という人間の根底的な側面からも貫徹させてゆく役割を果したであろう。

′■
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第　5　章　　　結 語

今回の発掘調査で検出された城郭土壌に伴う捨石は．瓦及び石仏・五輪塔の転同等からみて，

日蓮宗の熱心な信者であった宇喜多氏の部将・花房正成机　高松の役後に高松故を与えられ．、

その後に大改築をなした工事によるものと判断される。さらに．瓦からみて．関ケ原の合戦以

後に高松地域を領有した花房磯之も高松城を改築して居館（陣屋）にしたと考えられる。従っ

て●高松城の廃棄は　高松の原音才に同氏の陣屋が新規に構築されてからであり，その時期が

慶長年間末か元和年間初めではないかと推定される。

さて．高松城は，捨石の構築状況及抗　現土増の高さからみて．基本的に人工の堀を設けた

ものでないと判断され．恐らく．清水時代もそうであったと推定される。特に伏流水の湧水状

況と自然堤防の位置関係から．城郭の周辺は．河道の支流あるいは旧河追　さらには沼沢地に

囲まれた天然の裾的状態にあったと考えられ，清水時代の城郭はこの地利的条件を巧みに利用

して構築されたものであろう。そして，現本丸跡の高さと港石の比高が約2．7桝あり，通例城

郭の改築が旧状から造成盛土をもってなされていることからみて．清水時代の観郭上面が現状

より低かったと考えられl沼沢水面が花房時代と変わってないとすれ鴎　清水時代の城の高さ

は2．5〝Iに満た雛、ものであったと推定されるに至る。

このたびか調査の結果嶋　高松の役後に高松城主となった花房正成の構築した城郭構造末端

の一部を検出したに止まりlその本体及び同氏の前城主・清水宗治の城廊構造が全く未検出の

ままに終わった。この追求は．本丸跡本体及び二の丸故高地上の発掘に拠らなければならない。

なお・現状の本丸跡地形の形状は，多分に江戸時代の陣屋の規模に合うものであり．城跡土壇

北側の最高部が方形土段となり，これに伴う礎石も認められ．この場所に高松城（陣屋りの

中心建築物があったと考えられる。また．二の丸故高地は，花房氏になってからは使用されて

おらず　本丸のみを使用して構築したものである。

なお，本丸跡の現形状が前方後円墳状であることから．高松妹が大形前方後円墳を転用して

癖されたのではないかとも考えられていたが，発掛こより古墳であったことを示す遺物ト遺

構を全然検出できなかった。
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